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＜委託業務（事務処理）の流れ＞ 

 以下に委託業務（事務処理）の流れと、これに関連した本マニュアルでの記載ページを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経費の計上は、別冊の「ＮＥＤＯ委託業務 経費計上の手引き」もご覧ください。 
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＜委託業務に係る用語集＞ 委託業務特有の言葉について説明しています。 
 

連名契約 複数の法人が連帯してＮＥＤＯとの間で委託契約を締結する契約をいいます。連名委託

先間では、各々の役割が明確化されていることが必要です。 

代表委託先 連名契約においては、その必要がある場合、代表となる法人を決めて他の連名法人の検

査業務をお願いすることがあります。この代表となる法人を代表委託先と呼びます。 

再委託 委託先が、委託業務の一部をさらに第三者に委託することをいいます。外注との違いは、

研究開発要素が含まれていることです。 

共同研究 ＮＥＤＯ自体が委託先と一定の経費負担率で、共同で研究開発等の業務を実施するもの

をいいます。 

共同実施 ＮＥＤＯ委託先が、委託業務の一部を第三者と共同で実施するものをいいます。上記のＮ

ＥＤＯが直接行う「共同研究」と区別するため、ＮＥＤＯでは、これを「共同実施」と呼んでいま

す。 

外注 委託業務の中で業務に直接必要なデータ分析等の請負業務を仕様書に基づいて、第三

者に行わせることをいいます。再委託との違いは、研究開発要素が含まれていないことです。 

業務管理者 ＮＥＤＯ委託業務を遂行する際の責任者です。委託業務の遂行を管理し、登録研究員の

従事日誌の確認等を行います。研究実施場所毎に登録が必要です。 

経理責任者 ＮＥＤＯ委託費の使い方を管理する責任者です。経費発生調書の記載、発生経費に係る

証拠書類の整理等を行います。 

業務実施者 連名契約において、代表委託先として委託業務を行う場合の「連名委託先の検査」を実行

する者です。実施計画書に登録することにより、その業務内容に対応した人件費等の計上が

できます。業務実施者を置く場合は、仕様書に記載します。 

登録研究員 委託業務に直接従事される者は、実施計画書に登録が必要になります。 

リサーチアシスタント（博士

後期課程） 

国立研究開発法人のリサーチアシスタント制度（博士後期課程）で雇用され、直接研究開

発に従事する者をいいます。実施計画書に登録が必要になります。 

補助員 委託業務に直接従事したアルバイト、パート等のうち、研究実施場所に出勤して、実験補

助、研究資料整理等を行う者です。登録制ではありません。 

リサーチアシスタント（博士

前期課程） 

国立研究開発法人のリサーチアシスタント制度（博士前期課程）で雇用され、研究実施場

所に出勤し研究補助を行う者をいいます。実施計画書に登録が必要となります。 

専従者 登録研究員のうち、１つのプロジェクト（契約単位）だけに専属で従事する者（専従者）、又

は、取り決めた従事率に応じて従事する者（率専従者）をいいます。 

主要研究員研究経歴書 

（Ｃ．Ｖ．） 

学位・学歴、研究発表、発表論文、特許、研究経歴等を記載していただく経歴書です。

（curriculum vitae） 

人件費算定表 「労務費積算書」に記載する人件費を算出するための資料です。 
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